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概要 

腰痛者は急性期の「痛み」から身体を保護する為，体幹の剛性を高める運動戦略をとっている[1]．また，

慢性期においても同様の戦略をとり，身体運動に長期的な影響を及ぼし，健常者とは異なる運動戦略をと

っていると考えられる．著者は，器質的変化の少ない健常男子大学生と慢性腰痛者を対象に，立位におけ

る股関節屈曲運動を行った際の骨盤と胸郭の動きに着目し，三次元動作解析装置（以下，VICON）を用い

て慢性腰痛者の運動学的特徴を分析している．本研究では，動作解析を行う前に腰痛調査を行い，腰痛群

を抽出する必要がある．腰痛調査の手法は 4 つの紙ベースのアンケートを組み合わせ，各アンケートにカ

ットオフ値を設定し，手書きのアンケートデータを Excel データ化し腰痛群を抽出している．これまでア

ンケート結果の Excel 入力及び集計に多くの時間を費やしてきた．しかし，LT 開発室のご協力により，学

習管理システム（Learning Management System：以下，LMS）のテスト機能を用いてアンケートを行うこと

で，集計作業を飛躍的に効率化することができた．本稿では腰痛調査における LMS テスト機能の有用性

を報告する． 

 

1. はじめに 

 腰痛者は急性期の「痛み」から身体を保護

する為，体幹の剛性を高める運動戦略をとっ

ている．また，慢性期においても同様の戦略

をとり，身体運動に長期的な影響を及ぼし，

健常者とは異なる運動戦略をとっていると考

えられる．本研究では，器質的変化の少ない

健常男子大学生と慢性腰痛者を対象に，立位

における股関節屈曲運動を行った際の骨盤と

胸郭の動きに着目し，VICON を用いて慢性腰

痛者の運動学的特徴を分析している．計測に

先立ち，腰痛調査を行い，腰痛群を抽出する

必要がある．腰痛調査では 4 つの紙ベースの

アンケートを組み合わせ，アンケート結果を

Excel に入力して集計した後に腰痛群を抽出

している．これまで Excel へのデータ入力作

業には多くの時間を要してきた．しかし，LT

開発室のご協力により，LMS のテスト機能を 
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用いてアンケートを行うことで，集計作業を

飛躍的に効率化することができた．本稿では

腰痛調査における LMS テスト機能の有用性

を報告する． 

 

2. 研究内容 

2.1 研究の背景 

慢性腰痛者では体幹の剛性が高まることで

骨盤－胸郭の分離運動は低下し，腰椎部での

動きは制限される．体幹の剛性が高い場合に

困難な動きとは，身体の柔軟性が求められる

動作であり，立位における股関節屈曲運動は

その動作の 1 つといえる．股関節屈曲時，大

腿挙上に伴い骨盤は後傾する[2]．骨盤の角度

変化は，腰椎の矢状面でのアライメントに影

響を及ぼす為[3]，骨盤後傾位で直立位を保つ

為には骨盤－胸郭での分離運動が必要となる． 

しかし，腰痛者では剛性の高まりによって

骨盤－胸郭の分離運動は低下し，腰椎部での

動きは制限され，健常者とは異なる運動戦略

をとると考えられる（図 1）． 



 

 
図 1 対象群と腰痛群の運動戦略の違い 

 

2.2 研究手法 

本研究では器質的変化の少ない健常男子大

学生と慢性腰痛者を対象に，立位における股

関節屈曲運動を行った際の骨盤と胸郭の動き

に着目し，VICON を用いて慢性腰痛者の運動

戦略の特徴を明らかにすることを目的として

いる（表 1）．立位における股関節屈曲運動と

いった比較的に重心移動の少ない，小さな動

きであっても，体幹の剛性が高まっているこ

とが明らかになれば，慢性期における腰痛リ

スクの理解につながる． 

 

表 1 研究手法 

 
 

帝京大学倫理審査委員会（帝倫 17-202 号）

及び利益相反審査委員会（TUUC-COI 17-

0004 ）の承認を得て，被験者には口頭と書面

で説明を行い，同意を得た上で実験を行って

いる． 

 

 

2.3 腰痛群の抽出方法 

168 名の男子大学生に腰痛調査を行い，腰

痛群及び対象群（非腰痛群）を抽出した．腰

痛群の選定基準は，社会心理的及び整形疾患

が無く，日常生活に影響を及ぼし，3 ヶ月以上

続く，これらすべての要件を満たす慢性的な

腰痛者とした（表 2，図 2）． 

 

表 2 腰痛調査と選定基準 

 
 

 

図 2 腰痛調査のフローチャート 

 

 

 



腰痛調査では以下に示す 4 つの紙ベースの

アンケート（表 3～6）を組み合わせ，各アン

ケートにカットオフ値を設定し，Excel を用い

て集計を行った． 

 

表 3 keele STarT back 日本語版 

 

 

 

 

表 4 LDH 診断サポートツール 

 

 

 

表 5 RDQ 日本語版 

 

 

 

 

表 6 腰痛のアンケート 

 

 



 168 名に腰痛調査を行った結果，14 名の腰

痛群を抽出した．対象群（非腰痛群）は腰痛

群と同数の 14 名とした（表 7）． 

 

表 7 腰痛群の抽出結果 

 
 

3. 腰痛調査の集計方法 

 腰痛調査は 4 つの紙ベースのアンケートを

組み合わせて行い，その結果を Excel に入力

して集計を行っている．この作業では，168 名

のデータ入力に労力を要し，本来の研究分野

である動作分析に取り掛かるまで時間が掛か

るという問題が生じる．この腰痛調査は毎年

行っており，前回は 191 名を対象に腰痛調査

を行い，集計には 1 ヵ月程度要した． 

 

4. LMS を用いた腰痛調査 

 今回，LT 開発室のご協力により，紙ベース

のアンケートを LMS のテスト機能を用いて

腰痛調査を行った．その結果，アンケート結

果を Excel にエクスポートすることができ，

データの集計に要した時間は 3 日と 1/10 程度

に短縮することができた． 

 

5. まとめ 

以前は紙ベースのアンケートを Excel デー

タ化するのに 1 ヵ月程度掛かっていたが，

LMS のテスト機能を用いることで期間は 3 日

（1/10 程度）となり，大幅に作業を効率化す

ることができた． 

アンケート項目は「はい or いいえ」の択一

回答及び，設問に対し記述によって回答する

内容であった．これらの集計方法の異なるア

ンケートを LMS のアンケート機能を用いて

行うことはできない．しかし，LMS のテスト

機能を用いることで，「はい or いいえ」の択

一回答及び，設問に対し記述によって回答す

るといった集計方法の異なるアンケートにも

対応することができた． 

また，本研究では腰痛群を抽出し，その後，

動作解析を行う為，アンケート後に計測依頼

を個別に行う必要がある．LMS のアンケート

機能では回答者は匿名となる為，回答者との

連絡を取ることができない．テスト機能であ

れば回答者の名前が残る為，本研究のような

腰痛調査では，LMS テスト機能の有用性が大

きく示された． 
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